
来
た
る
べ
き
創
立
一
〇
〇
周
年
に
向
け
、
瓊

浦
高
校
は
次
年
度
入
学
生
か
ら
の
新
制
服

を
発
表
し
た
。
男
子
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
の
詰

襟
タ
イ
プ
（
通
称
学
ラ
ン
）
か
ら
ブ
レ
ザ
ー
タ
イ

プ
へ
の
大
幅
な
変
更
。
女
子
に
つ
い
て
も
、
大

き
な
リ
ボ
ン
が
ア
ク
セ
ン
ト
の
ブ
レ
ザ
ー
タ
イ

プ
に
変
更
し
て
い
る
。
色
も
従
来
の
ダ
ー
ク
グ

レ
ー
か
ら
大
幅
に
変
わ
り
、
男
女
と
も
に
ベ
ー

ジ
ュ
を
基
調
と
し
た
落
ち
着
い
た
色
合
い
に
変

わ
っ
て
い
る
。
今
回
の
変
更
は
、
三
年
後
の
創

立
一
〇
〇
周
年
に
向
け
た
事
業
の
一
環
で
、
次

年
度
の
新
入
生
を
皮
切
り
に
、
在
籍
す
る
全
校

生
徒
が
こ
の
新
制
服
で
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
る
。

制
服
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
現
場
の
先
生
方

を
中
心
に
、
多
く
の
時
間
を
掛
け
、
入
念

に
検
討
が
な
さ
れ
た
。
在
校
生
へ
の
調
査
は
も

ち
ろ
ん
、
中
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
他
校

の
制
服
の
研
究
、
近
年
の
流
行
調
査
な
ど
様
々
な

見
地
か
ら
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、
今
回
の
制
服
変

更
に
行
き
着
い
た
。

制
服
検
討
委
員
会
の
一
員
と
し
て
携
わ
っ
た

大
野
先
生
は
「
特
に
気
を
遣
っ
た
の
は
、

色
合
い
や
シ
ル
エ
ッ
ト
。
膨
張
色
で
あ
る
ベ
ー

ジ
ュ
を
用
い
て
い
る
が
、
ス
タ
イ
ル
が
少
し
で
も

き
れ
い
に
見
え
る
よ
う
に
、
女
子
の
上
着
の
丈
を

短
く
す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
る
。
話
し
合
い
の
中

で
、
先
生
方
の
中
だ
け
で
も
様
々
な
意
見
が
あ
り
、

ま
と
め
る
の
に
苦
労
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
生

徒
と
の
意
見
の
食
い
違
い
も
あ
り
、
制
服
を
変
え
る

と
い
う
の
は
、
単
純
な
よ
う
で
、
非
常
に
神
経
を
使

う
難
し
い
仕
事
だ
と
い
う
の
を
改
め
て
痛
感
し
た
。

そ
ん
な
中
で
も
、
県
内
外
問
わ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
学

校
の
制
服
を
研
究
し
、
ど
こ
ま
で
長
崎
、
瓊
浦
に
取

り
入
れ
ら
れ
る
の
か
熟
慮
を
重
ね
た
結
果
が
今
回

の
新
制
服
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
細
か
い
部
分
で
改
良

の
余
地
が
あ
る
た
め
、
来
年
の
四
月
の
導
入
に
向

け
、
調
整
し
て
い
き
た
い
。」
と
こ
れ
ま
で
の
苦
労

を
語
っ
て
下
さ
っ
た
。
苦
労
の
成
果
も
あ
っ
て
か
、

新
制
服
は
デ
ザ
イ
ン
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
動

き
や
す
さ
や
着
心
地
も
改
良
さ
れ
、
満
足
の
い
く

出
来
映
え
と
な
っ
て
い
る
。

今
月
の
二
十
六
日
に
は
市
民
会
館
で
中
学

三
年
生
、
保
護
者
へ
の
学
校
説
明
会
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
こ
の
新
制
服

も
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。新
た
な
制
服
で
、新
た
な
瓊
浦
高
校
の
ス
タ
ー

ト
。
来
年
の
四
月
の
導
入
が
今
か
ら
楽
し
み
だ
。

８
月
　
23
日
　
始
業
式

　
　
　
　
　
　
実
力
考
査
①
②

　
　
　
24
日
　
体
育
祭
特
別
時
間
割（
〜
２
日
）

９
月
　
３
日
　
体
育
祭
予
行

　
　
　
４
日
　
体
育
祭

　
　
　
６
日
　
振
替
休
日（
体
育
祭
）

　
　
　
10
日
　
進
学
推
薦
委
員
会

　
　
　
　
　
　
基
礎
製
図
検
定

　
　
　
13
日
　
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
週
間（
〜
16
日
）

　
　
　
14
日
　
就
職
出
陣
式
③

　
　
　
　
　
　
就
職
一
年
前
集
会
②

　
　
　
16
日
　
就
職
試
験
開
始

　
　
　
17
日
　
振
替
休
日（
９
月
19
日
）

　
　
　
19
日
　
授
業
日

　
　
　
20
日
　
第
３
回
学
校
見
学
会

　
　
　
23
日
　
第
２
回
学
習
会（
〜
25
日
）

　
　
　
24
日
　
振
替
休
日（
９
月
20
日
）

　
　
　
26
日
　
全
商
情
報
処
理
検
定

10
月
　
１
日
　
第
２
回
実
用
英
語
技
能
検
定

　
　
　
４
日
　
中
間
考
査（
〜
６
日
）

　
　
　
７
日
　
球
技
大
会

　
　
　
12
日
　
薬
物
講
話
①
②

　
　
　
17
日
　
情
報
処
理
技
術
者
検
定

　
　
　
18
日
　
瓊
浦
祭
特
別
時
間
割（
〜
29
日
）

　
　
　
　
　
　
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
週
間（
〜
22
日
）

　
　
　
20
日
　
献
血（
〜
21
日
）

　
　
　
26
日
　
自
動
車
学
校
入
校
説
明
会
③

　
　
　
28
日
　
私
学
振
興
大
会

11
月
　
２
日
　
瓊
浦
祭（
〜
３
日
）

　
　
　
４
日
　
振
替
休
日（
瓊
浦
祭
）

　
　
　
８
日
　
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
週
間（
〜
12
日
）

　
　
　
14
日
　
全
商
電
卓
実
務
検
定

　
　
　
19
日
　
計
算
技
術
検
定

　
　
　
26
日
　
期
末
考
査（
〜
１
日
）

　
　
　
28
日
　
全
商
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
実
務
検
定

12
月
　
６
日
　
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
週
間（
〜
10
日
）

　
　
　
７
日
　
上
級
学
校
見
学
会
①
②

　
　
　
10
日
　
パ
ソ
コ
ン
利
用
技
術
検
定

　
　
　
14
日
　
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
②

　
　
　
　
　
　
出
前
講
義
①
②

　
　
　
21
日
　
終
業
式

　
　
　
22
日
　
冬
季
補
習（
〜
24
日
）

令
和
３
年
度  

２
学
期
行
事
予
定

８
月
　
１
日
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ〔
機
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
〜
５
日
）

　
　
　
９
日
　
登
校
日〔
平
和
教
育
〕

　
　
　
16
日
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ〔
機
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
〜
19
日
）

　
　
　
17
日
　
第
１
回
学
習
会（
〜
20
日
）

　
　
　
23
日
　
２
学
期
始
業
式
　

　
　
　
　
　
　
体
育
祭
特
別
時
間
割（
〜
26
日
）

　
　
　
30
日
　
入
試
説
明
会（
中
学
校
）

９
月
　
１
日
　
体
育
祭
予
行
　

　
　
　
２
日
　
体
育
祭

　
　
　
３
日
　
第
３
回
学
校
説
明
会

　
　
　
５
日
　
振
替
休
日（
９
月
３
日
）

　
　
　
７
日
　
第
２
回
実
力
考
査
①
②

　
　
　
13
日
　
就
職
出
陣
式
・
諸
注
意
③

　
　
　
　
　
　
就
職
１
年
前
集
会
②

　
　
　
16
日
　
就
職
試
験
開
始

　
　
　
23
日
　
第
２
回
学
習
会（
〜
25
日
）

10
月
　
３
日
　
中
間
考
査（
〜
５
日
）

　
　
　
６
日
　
企
業
見
学
会（
機
①
）

　
　
　
11
日
　
薬
物
講
話

　
　
　
13
日
　
球
技
大
会

　
　
　
18
日
　
献
血

　
　
　
19
日
　
献
血

　
　
　
24
日
　
瓊
浦
祭
特
別
時
間
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
〜
28
日
）

　
　
　
25
日
　
自
動
車
学
校
入
校
説
明
会

　
　
　
26
日
　
第
16
回
私
学
振
興
大
会

11
月
　
２
日
　
瓊
浦
祭（
〜
３
日
）

　
　
　
４
日
　
振
替
休
日（
瓊
浦
祭
）

　
　
　
９
日
　
長
崎
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
　
　 

　（
メ
ル
カ
つ
き
ま
ち
）

12
月
　
１
日
　
期
末
考
査（
〜
６
日
）

　
　
　
７
日
　
溶
接
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
機
②
）

　
　
　
８
日
　
体
育
祭
総
合
コ
ー
ス
成
果
発
表
会

　
　
　
９
日
　
修
学
旅
行
結
団
式
③

　
　
　
11
日
　
修
学
旅
行
③（
〜
14
日
）

　
　
　
13
日
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
情
②
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
〜
16
日
）

　
　
　
　
　
　
県
内
就
職
に
関
す
る
講
演

　
　
　
20
日
　
２
学
期
終
業
式

　
　
　
21
日
　
冬
季
練
習（
〜
23
日
）

令
和
４
年
度  

２
学
期
行
事
予
定

令和４年７月15日 (6)

創立 100 周

年
に
向
け
て

創立 100 周

年
に
向
け
て 瓊 浦 の 制 服 が 変 わ る 。

次年度から

大幅

リニューアル

newstyle
ス
タ
イ
ル
一
新
！！



　
現
在
、
日
本
の
プ
ロ
野
球
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン

真
っ
只
中
で
あ
り
、
セ
リ
ー
グ
で
は
前
年
度
日
本
一
の

ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
が
二
位
以
下
に
大
差
を
つ
け
、

首
位
を
独
走
し
て
い
る
。
そ
の
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の
監
督

を
務
め
て
い
る
の
は
高
津
臣
吾
さ
ん
。
現
役
時
代

は
ス
ワ
ロ
ー
ズ
で
ク
ロ
ー
ザ
ー
と
し
て
プ
ロ
野
球
史

に
残
る
活
躍
を
残
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
高
津
さ

ん
が
現
役
時
代
に
、
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の
監
督
だ
っ
た
の

が
故
野
村
克
也
さ
ん
。
野
村
さ
ん
は
、
現
役
時
代
は

捕
手
と
し
て
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
た
の
は
も

ち
ろ
ん
、
引
退
後
は
監
督
と
し
て
ス
ワ
ロ
ー
ズ
を

日
本
一
に
導
く
な
ど
「
Ｉ
Ｄ
野
球
」
と
呼
ば
れ
る

名
采
配
で
数
々
の
功
績
を
残
し
て
い
る
。
そ
の

野
村
さ
ん
が
、
生
前
に
好
き
な
言
葉
と
し
て
よ
く

語
っ
て
い
た
の
が
、

　「
財
を
遺
す
は
下
、仕
事
を
遺
す
は
中
、

　
　
　
　
　
　        

人
を
遺
す
を
上
と
す
る
」

と
い
う
も
の
。

　
こ
れ
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
政

治
家
で
、
台
湾
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
後
藤

新
平
氏
の
言
葉
で
あ
る
。
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
は
大
事

だ
し
、
後
生
に
残
る
よ
う
な
仕
事
を
す
る
の
は
素
晴

ら
し
い
。
ど
ち
ら
も
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
困
難
な

も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
上
に
難
し
く
、

大
切
な
の
は
、
人
を
育
て
る
こ
と
、
つ
ま
り
は
「
人

材
の
育
成
」
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。

こ
の
言
葉
を
野
村
さ
ん
は
生
前
か
ら
常
々
口
に
し
て

お
り
、
監
督
時
代
に
は
、
選
手
の
可
能
性
を
見
極
め
、

人
を
育
て
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
た
。

　
優
れ
た
成
績
を
収
め
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
。

し
か
し
、
成
績
を
残
し
続
け
る
た
め
に
は
、
後
に
続

く
人
材
の
育
成
こ
そ
が
最
も
大
切
だ
と
語
っ
た
野

村
さ
ん
。
そ
の
教
え
を
受
け
継
い
だ
高
津
選
手
が
、

い
ま
や
監
督
と
な
っ
て
素
晴
ら
し
い
戦
績
を
残
し
て

い
る
の
を
ど
の
よ
う
な
心
境
で
見
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

　
ど
ん
な
偉
大
な
記
録
を
打
ち
立
て
た
人
物
で
あ
っ

て
も
、い
ず
れ
は
引
退
し
、死
を
迎
え
る
。け
れ
ど
も
、

後
に
続
く
人
た
ち
が
そ
の
想
い
を
受
け
継
ぎ
、
歴
史

は
続
い
て
い
く
。
歴
史
を
紡
ぐ
の
は
「
人
」
で
あ
る

と
い
う
こ
と
。

　
後
進
の
育
成
に
最
も
力
を
注
い
で
き
た
野
村
さ
ん

が
、
亡
く
な
る
直
前
に
指
導
者
講
習
会
に
お
い
て

語
っ
て
い
た
の
は
「
夢
を
持
て
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。「
若
者
に
言
い
た
い
の
は
夢
を
持
て
、
と
い
う

こ
と
。
こ
れ
だ
け
で
十
分
。
人
が
成
長
す
る
に
は
、

将
来
こ
う
な
り
た
い
と
い
う
明
確
な
夢
を
持
つ
こ
と

が
大
切
」
と
語
っ
て
い
た
野
村
さ
ん
は
、
い
ず
れ
は

高
校
野
球
の
指
導
者
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ

て
い
た
。
亡
く
な
る
直
前
ま
で
頭
の
中
に
は
「
人
材

育
成
」
の
プ
ラ
ン
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
果
た
し
て
、
皆
さ
ん
は
今
、
夢
を
持
っ
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
誰
か
に
言
わ
れ
て
持
つ
の
で
は
な
く
、
自

分
自
身
で
「
将
来
こ
う
な
り
た
い
、
こ
う
し
た
い
」

と
い
う
夢
を
。
そ
の
夢
は
死
ぬ
ま
で
叶
う
こ
と
が
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
叶
え
る
た
め
に

行
っ
た
努
力
は
、
自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
、
そ
の
後

の
人
生
を
楽
し
く
、
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ
る
に

違
い
な
い
。

六
月
四
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
、
令
和
四

年
度
第
七
十
四
回
長
﨑
県
高
総
体
が
開

催
さ
れ
た
。
今
年
度
獲
得
し
た
優
勝
旗
は
四
本
。

見
事
団
体
戦
九
連
覇
を
果
た
し
、
圧
倒
的
な
強

さ
を
見
せ
つ
け
た
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
。
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
、
主
力
選
手
を
欠
い
た
中
で
男
女

ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
空
手
道
。
少
な

い
出
場
人
数
な
が
ら
確
実
に
ポ
イ
ン
ト
を
稼
い

だ
ボ
ク
シ
ン
グ
。
昨
年
度
の
優
勝
旗
三
本
を
上

回
る
好
成
績
を
収
め
、
瓊
浦
高
校
の
底
力
を
長

崎
県
内
に
大
き
く
見
せ
つ
け
る
格
好
と
な
っ
た
。

そ
の
他
の
競
技
に
お
い
て
も
、
多
く
の
活

躍
を
見
せ
た
。
優
勝
こ
そ
逃
し
た
も
の

の
、
安
定
し
た
戦
い
ぶ
り
で
準
優
勝
を
果
た
し

た
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
。
二
年
連
続
の
決
勝

リ
ー
グ
進
出
、
ベ
ス
ト
４
入
賞
を
果
た
し
た

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。
卓
球
部
男
女
は
ア

ベ
ッ
ク
で
の
決
勝
進
出
を
果
た
す
な
ど
、
各
競

技
会
場
で
好
成
績
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
剣

道
部
男
子
は
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
の
三
位
に

輝
く
な
ど
、
躍
進
を
果
た
し
、
今
後
の
活
躍
に

大
い
に
期
待
が
持
て
る
結
果
と
な
っ
た
。

個
人
競
技
に
お
い
て
も
多
く
の
生
徒
が
大

活
躍
を
見
せ
て
い
る
。
水
泳
、
陸
上
の

両
競
技
で
は
多
く
の
選
手
が
上
位
入
賞
を
果
た

し
、上
位
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
て
い
る
。

陸
上
部
の
井
口
く
ん
（
普
２
Ｄ
）
は
、
先
日
行

わ
れ
た
県
高
総
体
の
上
位
大
会
で
あ
る
北
九

州
予
選
会
に
お
い
て
も
、
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で

大
会
新
記
録
を
出
す
な
ど
好
走
し
、
一
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
と
と
も
に
二
種
目
で
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
出
場
権
を
獲
得
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
積
み
上
げ
た
優
勝
旗
の
本
数

は
合
計
で
一
五
二
本
。
こ
れ
は
、
県
内

で
最
も
多
い
本
数
と
な
っ
て
い
る
。
三
年
後
の

創
立
一
〇
〇
周
年
に
向
け
、
ま
す
ま
す
勢
い
を

増
す
瓊
浦
高
校
。
今
後
は
長
崎
を
飛
び
越
え
、

九
州
、
全
国
の
舞
台
で
更
な
る
飛
躍
を
見
せ
て

く
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
た
い
。
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電話 826-1261（代）

FAX 820-5245
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「
長
距
離
だ
け
」

Ｑ
出
身
地
は
ど
こ
で
す
か
？

Ａ
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
イ
モ
州
で
す
。

Ｑ
瓊
浦
高
校
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
？

Ａ
瓊
浦
高
校
は
「
学
ぶ
」
環
境
が
整
っ

て
い
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の

学
校
で
、
よ
り
よ
い
教
育
を
受
け
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ
日
本
の
印
象
は
ど
う
で
す
か
？

Ａ
思
い
や
り
が
あ
り
、
平
和
を
愛
す
る

人
た
ち
が
暮
ら
す
、
美
し
い
国
だ
と

思
い
ま
す
。

県
高
総
体
で
決
勝
リ
ー
グ
進
出
、
ベ
ス
ト

４
に
入
賞
し
た
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
。
躍
進
の
原
動
力
に
な
っ
た
の
が
、
今

年
度
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
か
ら
留
学
生
と
し
て

加
入
し
た
イ
ケ
く
ん
［
本
名 

ム
バ
グ
ゥ 

イ
ケ
チ
ュ
ク 

フ
ラ
ン
シ
ス
（
普
１
Ｅ
）］。

本
号
で
は
、
イ
ケ
く
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
い
、
日
本
の
印
象
や
学
校
の
印
象
、

高
総
体
の
感
想
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

陸
上
競
技
の
大
会
に
お
い
て
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
最
終
日
の
最
終
種
目

に
行
わ
れ
る
の
が
、
男
子
四
×
四
〇
〇

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
（
通
称 

マ
イ
ル
リ

レ
ー
）
の
決
勝
で
あ
る
。
最
終
種
目
、
し

か
も
学
校
対
抗
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
一

番
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
の
が
大
き

な
特
徴
だ
。
そ
の
マ
イ
ル
リ
レ
ー
に
お
い

て
、
瓊
浦
の
選
手
た
ち
が
素
晴
ら
し
い
走

り
を
見
せ
、見
事
三
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

陸
上
、
瓊
浦
と
い
え
ば
、
や
は
り
長

距
離
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
実
際

に
、
長
距
離
種
目
で
は
、
多
く
の
選
手
が

過
去
に
も
活
躍
し
、
駅
伝
競
技
で
は
全
国

大
会
に
も
出
場
を
果
た
し
て
い
る
。
今
年

の
高
総
体
に
お
い
て
も
、
長
距
離
勢
は
各

種
目
で
活
躍
し
、
ほ
と
ん
ど
の
出
場
選
手

が
決
勝
に
残
り
、
好
記
録
を
出
し
て
い

る
。
そ
ん
な
中
、
近
年
力
を
つ
け
て
き
て

い
る
の
が
、
短
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
だ
。
個
人

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
四
位
入
賞
を
果
た

し
、二
走
を
走
る
エ
ー
ス
の
山
田
く
ん（
機

２
Ｃ
） 

を
中
心
に
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で

決
勝
進
出
を
果
た
し
た
山
崎
く
ん
（
機

２
Ｃ
）。
一
年
生
な
が
ら
大
き
な
ス
ト
ラ

イ
ド
で 

好
タ
イ
ム
を
連
発
す
る
山
下
く

ん
（
機
１
Ｂ
）、
そ
し
て
八
〇
〇
メ
ー
ト

ル
、
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
全
国
レ
ベ
ル

の
走
力
を
持
つ
井
口
く
ん
を
ア
ン
カ
ー

に
据
え
、
令
和
四
年
度
県
高
総
体
を
締
め

く
く
る
最
終
種
目
に
挑
ん
だ
。

準
決
勝
で
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
更

新
し
、
全
体
三
番
目
の
タ
イ
ム

で
進
ん
だ
決
勝
。
各
人
、
個
人
競
技
の

疲
れ
も
残
る
中
、
今
で
き
る
最
高
の
走

り
を
見
せ
た
。
一
走
の
山
下
く
ん
が
粘

り
の
走
り
で
他
校
と
差
の
な
い
位
置
で

バ
ト
ン
を
繋
ぐ
と
、
二
走
の
山
田
く
ん

は
後
半
素
晴
ら
し
い
追
い
上
げ
で
、
三

位
ま
で
順
位
を
押
し
上
げ
る
快
走
。
三

走
の
山
崎
く
ん
も
持
ち
前
の
ス
ピ
ー
ド

を
存
分
に
発
揮
し
、
ア
ン
カ
ー
に
繋
ぐ

と
、
井
口
く
ん
は
安
定
感
の
あ
る
走
り

で
三
位
を
守
り
切
り
、
見
事
表
彰
台
の

一
角
を
勝
ち
取
る
快
挙
を
達
成
し
た
。

決
勝
の
タ
イ
ム
は
三
分
十
九
秒

一
六
。
瓊
浦
高
校
史
上
、
最
高
タ

イ
ム
を
た
た
き
出
し
、
堂
々
の
三
位
入

賞
。
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
い
、

短
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
の
底
力
を
県
内
に
知

ら
し
め
た
。
二
走
の
山
田
く
ん
は
「
今

シ
ー
ズ
ン
は
こ
こ
ま
で
個
人
的
に
上
り

調
子
で
き
て
い
た
の
で
、
個
人
、
リ
レ
ー

と
も
に
自
己
ベ
ス
ト
が
出
せ
た
の
で
良

か
っ
た
と
思
う
。
リ
レ
ー
の
決
勝
は
、

皆
の
力
で
良
い
レ
ー
ス
が
で
き
た
。
北

九
州
予
選
で
は
、
ま
だ
ま
だ
他
校
と
の

差
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
っ
と
各
自
が
走
力
を
伸
ば
し
、
タ

イ
ム
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

て
く
れ
た
。
今
回
決
勝
を
走
っ
た
四
人

は
、
い
ず
れ
も
一
、二
年
生
。
ま
だ
ま
だ

伸
び
し
ろ
が
大
い
に
期
待
で
き
る
。
来

年
の
高
総
体
に
向
け
た
戦
い
は
も
う
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
。
更
な
る
短
距
離
ブ

ロ
ッ
ク
の
飛
躍
に
期
待
し
て
い
る
。

令和４年７月15日 (2)

陸上短距離陸上短距離
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和
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年
度

長崎県高等学校
総合体育大会

言言
わ
せ
な
い

わ
せ
な
い
！！！！
とと
はは

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

イ
ケ
イ
ケ
く
ん
く
ん
に



六
月
六
日
に
行
わ
れ
た
県
高
総
体
、

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
決
勝
。
戦
前

の
予
想
通
り
と
い
う
か
、
下
馬
評
通
り

と
い
う
か
、
宿
敵
長
崎
日
大
と
の
試
合

は
例
年
同
様
手
に
汗
握
る
よ
う
な
接
戦

と
な
っ
た
。

咋
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
選
手
と
学
校
関
係
者
を

除
き
、
無
観
客
で
行
わ
れ
た
県
高
総
体
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
少
し
ず
つ
落

ち
着
き
、
声
だ
し
禁
止
等
の
条
件
は
あ

る
も
の
の
、
有
観
客
で
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

二
回
戦
、
準
決
勝
と
危
な
げ
な
く
勝

利
を
お
さ
め
迎
え
た
決
勝
。
相
手

は
ラ
イ
バ
ル
長
崎
日
大
高
校
。

序
盤
か
ら
主
導
権
を
握
り
、
前
半
を

終
え
て
二
点
リ
ー
ド
の
展
開
。
こ

の
ま
ま
い
け
ば
目
標
で
あ
る
〝
高
総
体
優

勝
〟
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
。
誰
も
が
そ
う

期
待
し
た
。
運
命
の
後
半
戦
、
リ
ー
ド
を

守
る
瓊
浦
、
そ
し
て
そ
れ
を
追
う
日
大
、

ど
ち
ら
が
勝
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
だ
っ
た
。
試
合
後
半
、
瓊
浦
の
シ
ュ
ー

ト
が
思
う
よ
う
に
入
ら
ず
つ
い
に
同
点

に
追
い
つ
か
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
点
を

取
る
も
取
り
返
さ
れ
る
と
い
う
一
進
一

退
の
攻
防
を
繰
り
返
し
、
最
後
の
最
後
、

惜
し
く
も
二
十
三
対
二
十
四
で
日
大
高

校
に
敗
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
最
後
の
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
選
手
た

ち
。
そ
の
姿
勢
は
応
援
に
来
て
い
た
観

客
に
大
き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
。
試

合
後
、
新
聞
部
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対

し
て
主
将
の
土
岐
く
ん（
普
３
Ａ
）は「
流

れ
が
悪
い
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
と
き
、
全

員
に
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
、
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
戦
え
た
。
全
力
を
出
し

た
が
、
二
位
と
い
う
結
果
で
と
て

も
悔
し
い
。」と
気
持
ち
を
語
っ

て
く
れ
た
。

残
念
な
が
ら
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
出
場
と
い
う
目

標
は
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
そ
の
思
い
と
技
を
受

け
継
い
だ
後
輩
た
ち
が
来

年
こ
そ
は
リ
ベ
ン
ジ
を
果

た
し
て
く
れ
る
こ
と
だ

ろ
う
。

慣
れ
な
い
国
で
の
生
活
は
、
戸
惑
う
こ
と

も
多
い
だ
ろ
う
。
ま
だ
ま
だ
日
本
語
も
わ

か
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
面
で

も
不
安
な
部
分
は
多
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
そ
ん
な
中
で
も
い
つ
も
笑
顔
で
、
何

事
に
も
一
生
懸
命
な
イ
ケ
く
ん
。
ク
ラ
ス

に
は
他
競
技
で
全
国
的
に
活
躍
す
る
生
徒

も
多
く
在
籍
し
、
彼
ら
か
ら
刺
激
を
受
け

る
こ
と
も
多
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
自

身
の
夢
を
叶
え
る
た
め
、
瓊
浦
高
校
で
の

三
年
間
を
有
意
義
な
も
の
に
し
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
。

Ｑ
瓊
浦
高
校
の
印
象
は
？

Ａ
生
徒
に
良
い
レ
ベ
ル
の
教
育
を
し
て

く
れ
る
素
晴
ら
し
い
学
校
だ
と
思
い

ま
す
。

Ｑ
初
め
て
の
高
総
体
は
ど
う
で
し
た

か
？

Ａ
自
分
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で

し
た
。
自
分
の
技
術
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
と
同
時
に
、
改

善
点
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
新
た
な
友
人
も
で

き
ま
し
た
。

Ｑ
今
後
の
目
標
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
将
来
は
、
医
者
か
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

選
手
に
な
り
た
い
で
す
。
も
し
可
能

な
ら
ば
、
そ
の
両
方
の
夢
を
叶
え
た

い
で
す
。
ま
た
、
困
っ
て
い
る
人
や

支
援
が
必
要
な
人
た
ち
の
手
助
け
を

し
て
、
よ
り
良
い
社
会
を
つ
く
る
一

員
に
な
り
た
い
で
す
。

剣
道
部
の
勢
い
が
止

ま
ら
な
い
。
昨
年

の
県
高
総
体
で
創
部
初

の
男
女
ア
ベ
ッ
ク
三
位

入
賞
を
果
た
し
た
瓊
浦

高
校
剣
道
部
。
今
年
度

の
県
高
総
体
に
お
い
て

も
、
団
体
戦
で
自
分
た

ち
の
持
て
る
力
を
存
分

に
出
し
切
り
、
見
事
三

位
入
賞
を
果
た
し
た
。

昨
秋
の
新
人
戦
で
ベ

ス
ト
４
に
入
っ
た

力
は
本
物
だ
っ
た
。
第
４

シ
ー
ド
で
迎
え
た
本
大

会
、
予
選
リ
ー
グ
二
試
合

を
四
対
一
、五
対
〇
で
順

調
に
勝
ち
進
ん
で
迎
え
た

準
々
決
勝
。
相
手
は
大
村

高
校
。
新
加
入
し
た
ル
ー

キ
ー
平
尾
（
普
１
Ａ
）
が

鮮
や
か
に
二
本
勝
ち
す
る

と
、
副
将
山
田
（
機

３
Ａ
）、
大
将
酒
井

（
普
３
Ａ
）
と
力

の
あ
る
三
年

生
が
続
き
、

見
事
三
対
〇
で
勝
利
を
収
め
、

準
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。

準
決
勝
で
は
第
１
シ
ー
ド

の
長
崎
南
山
高
校
に
一

対
四
で
敗
れ
た
も
の
の
、
優
勝

候
補
相
手
に
一
歩
も
引
か
な
い

そ
の
戦
い
ぶ
り
は
、
今
後
の
更

な
る
飛
躍
を
大
い
に
期
待
さ
せ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
個
人
戦
で

は
一
人
も
ベ
ス
ト
８
に
入
る
こ

と
が
で
き
ず
、
悔
し
い
結
果
と

な
っ
た
も
の
の
、
チ
ー
ム
全
体

で
勝
ち
取
っ
た
団
体
戦
三
位
入

賞
は
瓊
浦
剣
道
部
の
実
力
を
県

内
に
轟
か
せ
る
十
分
な
結
果
で

あ
っ
た
。

顧
問
の
宮
﨑
先
生
は
、「
長

崎
の
剣
道
競
技
は
全
国

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
。
あ
と
少
し
の

壁
は
大
き
い
が
、
Ｏ
Ｂ
や
三
年

生
の
努
力
が
着
実
に
根
付
い
て

い
る
。
優
勝
へ
の
思
い
は
、
確

実
に
継
承
さ
れ
て
い
く
」
と
今

後
の
抱
負
も
込
め
て
熱
く
語
っ

て
く
れ
た
。
次
な
る
目
標
は
更

に
上
。
長
崎
の
頂
点
が
見
え
る

と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
き
た
。

令和４年７月15日(3)

団
体
団
体

令和４年度
長
崎
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会

悔しい
敗戦

令和４年度
長崎県高等学校総合体育大会

無念無念のの準優勝準優勝
男子ハンドボール部

剣
道
男
子 
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女子バドミントン
〈団体〉ベスト８
　２回戦　　○瓊浦  ３－０  長崎玉成 ×　
　３回戦　　○瓊浦  ３－０  佐世保東翔 ×　
　準々決勝　 × 瓊浦  ０－３  聖和女子○［団体戦ベスト８］

陸上競技
〈男子 200m〉　８位　山崎 海輝（機２C）

〈男子 400m〉　４位　山田 蓮（機２Ｃ）　北九州大会出場
〈男子 800m〉　２位　井口 愁斗（普２Ｄ）　北九州大会出場
〈男子 1500m〉　２位　東 秀叡（機２Ｂ）3：51.15【大会新記録】北九州大会出場
　　　　　　　  ３位　井口 愁斗（普２Ｄ）　北九州大会出場

〈男子 5000m〉　４位　出口 凛太郎（情３A）　北九州大会出場
　　　　　　　  ６位　東 秀叡（機２B）　北九州大会出場　
　　　　　　　  ８位　志田 月偉（普３D）

〈男子 3000m ＳＣ決勝〉　５位　川口 新太（機２C）9：34.37　北九州大会出場
〈男子４×400m リレー〉　３位　瓊浦（山下（機１B）- 山田 - 山崎 - 井口）
　　　　　　　　　　　　　  3：19.06　北九州大会出場

女子バスケットボール
ベスト 16
　２回戦   ○瓊浦  75 － 44  大村 ×　３回戦   × 瓊浦  44 － 80  長崎商業○

男子サッカー
２回戦敗退　１回戦　○瓊浦  ０－０  上五島（PK ７－６）
　　　　　　２回戦　 × 瓊浦  ０－３  国見○

男子バレーボール
２回戦敗退　２回戦　× 瓊浦  ０(23－25  17－25) ２  佐世保工業○

女子バレーボール
２回戦敗退　１回戦　○瓊浦  ２(25－20  27－25) ０  諫早 ×
　　　　　　２回戦　 × 瓊浦  ０(10－25  14－25) ２  清峰○

柔道［女子］
〈団体〉１回戦敗退　 × 瓊浦  ０－２  鎮西学院○

〈個人〉
〈女子 48kg 級〉第３位　　近藤 玲馨（普３D）　　
〈女子 52kg 級〉ベスト８　永橋 凛花（普３D）　ベスト８　岩井 静帆（普１B）
〈女子 57kg 級〉第３位　　近藤 玲羅（普３D）　
　　　　　　　 ベスト８　井川 結愛（情１A）

ソフトテニス
〈団体〉１回戦敗退　× 瓊浦  ０－３  鹿町工業○
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男子バドミントン
〈団体〉優勝【７年連続 35 回目の優勝】インターハイ・九州大会出場
　１回戦　　○瓊浦  ３－０  佐世保工業 ×　  ２回戦　○瓊浦  ３－０  小浜 ×
　準々決勝　○瓊浦  ３－０  海星 ×　　　　  準決勝　○瓊浦  ３－０  西陵 ×
　決勝　　　○瓊浦  ３－０  佐世保実業 ×

〈個人シングルス〉
　優勝　　　櫻井 煌介（普３D）　インターハイ・九州大会出場　　
　準優勝　　奥野 天斗（普３D）　インターハイ・九州大会出場　　
　第３位　　栗山 寿一（普３D）　九州大会出場
　第３位　　南本 和哉（普３D）　九州大会出場　　
　ベスト８　縣 涼介（普３D）　　
　ベスト８　林田 真龍（普２D）　　
　ベスト８　小野 隆之介（普２D）

〈個人ダブルス〉
　優勝　　　櫻井 煌介（普３D）・南本 和哉（普３D）　インターハイ・九州大会出場
　準優勝　　奥野 天斗（普３D）・縣 涼介（普３D）　インターハイ・九州大会出場
　第３位　　西村 陽翔（普３D）・森阪 直弘（普３D）　九州大会出場
　第３位　　林田 真龍（普２D）・高田 隆誠（普１E）　九州大会出場
　ベスト８　大石 健慎（普２D）・中島 天（普２D）
　ベスト８　川本 諒太（普２D）・山口 健太郎（普２D）

空手道［男子］
〈団体〉優勝【３年ぶり 22 度目の優勝】インターハイ・九州大会出場
　準決勝　　○瓊浦  ３－０  猶興館 ×　
　決勝　　　○瓊浦  ３－０  長崎日大 ×［優勝］

〈個人組手〉　優勝　　　村野 颯太（機３C）　インターハイ・九州大会出場　
　　　　　　準優勝　　石川 碧汐（機２C）　インターハイ・九州大会出場　
　　　　　　ベスト８　山口 隼生（普３D）　九州大会出場

空手道［女子］
〈団体〉優勝【２大会連続 17 度目の優勝】インターハイ・九州大会出場
　準決勝　○瓊浦  ３ー０  猶興館　　決勝　○瓊浦  ３ー０  長崎日大 ×［優勝］

〈個人形〉　第５位　　川下 怜華（普３B）

〈個人組手〉　準優勝　　江村 翠琴（普２A）　インターハイ・九州大会出場　　
　　　　　　第３位　　岩田 小春（情３A）　九州大会出場
　　　　　　ベスト８　鈴木 美澪（情２A）　九州大会出場

ボクシング
〈団体〉優勝【３年ぶり 23 回目の優勝】

〈個人〉
〈ピン級〉優勝　榊原 士貴（普２Ｂ） 　九州大会出場
〈ライトフライ級〉　優勝　　成瀬 太陽（普２B）　インターハイ・九州大会出場
　　　　　　　　　第３位　中尾 一気（普２C）　

〈フライ級〉　優勝　山下 裕也（機２C）　インターハイ・九州大会出場
〈バンダム級〉    第３位　島田 千吏（機３B）　
〈ライト級〉　第３位　中本 友雅（機３B）

男子ハンドボール
準優勝　九州大会出場
　準々決勝　○瓊浦  44 ー 6  大村 ×　　準決勝　○瓊浦  30 ー 18  鹿町工業 ×
　決勝　　　 × 瓊浦  23 ー 24  長崎日大○

卓球［男子］
〈団体〉準優勝　九州大会出場
　２回戦　○瓊浦  ３－０  佐世保東翔 ×　　３回戦　○瓊浦  ３－０  波佐見 ×
　準々決勝　○瓊浦  ３－０  口加 ×　　準決勝　○瓊浦３ー０鹿町工業 ×　　
　決勝　　× 瓊浦１ー４鎮西学院○［準優勝］

〈個人シングルス〉
　ベスト４　辻 悠太（普３A）　インターハイ・九州大会出場
　第５位　　趙 禹潼（普１E）　九州大会出場
　ベスト８　坂本 蓮（普２D）

〈個人ダブルス〉
　第３位　　小田原 煌（普２B）・山﨑 慎太郎（普１D）　九州大会出場
　ベスト８　辻 悠太（普３A）・田中 諒（普３D）
　ベスト８　趙 禹潼（普２D）・堤 奏楽（普３D）

卓球［女子］
〈団体〉準優勝　九州大会出場
　２回戦　○瓊浦  ３－０  壱岐 ×　　準々決勝　○瓊浦  ３－０  五島 ×　
　準決勝　○瓊浦  ３－２  長崎女子商業 ×　
　決勝　　 × 瓊浦  １－４  鎮西学院○［準優勝］

〈個人シングルス〉　第５位　中道 萌花（普３D）　九州大会出場
〈個人ダブルス〉    第３位　中道 萌花（普３D）・田川 優月（普３D）　九州大会出場

剣道［男子］
〈団体〉第３位
　予選リーグ　○瓊浦  ４－１  佐世保高専 ×　　○瓊浦  ５－０  島原中央 ×
　決勝トーナメント
　　準々決勝　○瓊浦  ３－０  大村 ×　［準決勝進出］
　　準決勝　　 × 瓊浦  １－４  長崎南山○［第３位］

男子バスケットボール
ベスト４
　２回戦　○瓊浦  113 － 52  長崎北 ×　　３回戦　○瓊浦  122 － 55  鎮西学院 ×
　準々決勝　○瓊浦  61 － 56  西海学園 ×
　決勝リーグ　× 瓊浦  79 － 88  長崎工業○　　× 瓊浦  70 － 74  長崎東○
　　　　　　　× 瓊浦  68 － 94  長崎西○

水泳［男子］
〈個人〉
　男子 200m バタフライ決勝　８位　鳥越 勇澄（機１Ａ）
　男子 400m 個人メドレー決勝　４位　野上 海斗（普１Ｄ）　九州大会出場
　男子 200m 個人メドレー決勝　２位　野上 海斗（普１D）　九州大会出場
　男子４×200m フリーリレー決勝　８位　瓊浦（野上 - 福井 - 俣野 - 壇）

柔道［男子］
〈団体〉ベスト８
　予選リーグ　 × 瓊浦  ０－２  五島○
　　　　　　　○瓊浦  ４－０  佐世保西 ×
　　　　　　　○瓊浦  ４－１  鎮西学院 ×［予選リーグ２位通過］
　準々決勝　　 × 瓊浦  ０－５  長崎日大○［団体戦ベスト８］

〈個人〉
　〈男子 60kg 級〉優勝　平山 楓海（普３D）　全国大会・九州大会出場権獲得
　〈男子 81kg 級〉ベスト８　松田 祐典（普２C）

女子ハンドボール
ベスト８　準々決勝　× 瓊浦  18 － 19  長崎商業○

剣道［女子］
〈団体〉ベスト８　予選リーグ　○瓊浦  ５－０  長崎商業 ×
　　　　　　　　　　　　　　  ○瓊浦  ３－０  壱岐 ×
　　　　　　　　  決勝トーナメント　× 瓊浦  ０－５  西陵○［ベスト８］

水泳［女子］
〈団体〉第６位〈個人〉
　女子 50m 自由形決勝　３位　宮野 さくら（情１Ａ）　九州大会出場
　女子 100m 自由形決勝　６位　宮野 さくら（情１A）　九州大会出場
　女子 100m 平泳ぎ決勝　５位　釜田 柚鈴（情１A）　九州大会出場
　女子 200m 自由形決勝　７位　坂本 琴海（普３Ｄ）
　女子 200m 背泳ぎ決勝　８位　糸山 実優（普１Ｂ）　
　女子 200m 平泳ぎ決勝　４位　中道 愛心（情２Ａ）　九州大会出場
　女子 200m バタフライ決勝　７位　原田 遥奈（情３Ａ）
　女子 400m 個人メドレー決勝　３位　中道 愛心（情２Ａ）　九州大会出場
　800m 自由形決勝　８位　城野 未怜（機１A）　
　女子４×100m フリーリレー決勝
　　５位　瓊浦（松本 - 宮野 - 釜田（情１Ａ）- 坂本）　九州大会出場
　女子４×100m メドレーリレー決勝
　　５位　瓊浦（糸山 - 中道 - 松木 - 宮野）　九州大会出場
　女子４×200m フリーリレー決勝
　　６位　瓊浦（宮野 - 中道 - 釜田 - 坂本）　九州大会出場
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